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　インターホン国内最大手のアイホ
ン。人口減少などもあり新設住宅着
工戸数の大幅増は見込みにくい中、
製品の買い替え需要を開拓したり、
海外事業を伸ばしたりして収益源を

多様化し、事業を再び拡大基調に乗
せつつある。事業の動向や今後の戦
略について、市川周作社長に聞い
た。

（名古屋・杉本要）

市川周作氏アイホン社長
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
事
業
多
様
化

　
―
足
元
の
国
内
景
気
を
ど

う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
減
っ
た
新

設
住
宅
着
工
戸
数
は
下
げ
止

ま
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

当
社
の
新
築
住
宅
向
け
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
販
売
も
、

年
３

月
期
の
当
初
予
想
よ
り
は
や

や
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
回
復

し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
当
社

が

年
来
取
り
組
ん
で
き
た

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

更
新

市

場
で
の
売
り
上
げ
が
順
調
に

増
え
、
業
績
を
押
し
上
げ
て

い
る
。
安
倍
晋
三
政
権
の
経

済
政
策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
円
安
・
株
高
の
流
れ

が
実
体
経
済
に
ど
れ
ほ
ど
波

及
す
る
か
注
視
し
た
い
」

　
―
海
外
事
業
の
現
状
は
。

　
「
米
国
、
欧
州
と
も
に
住

宅
関
連
の
市
況
は
芳
し
く
な

い
。
た
だ
米
国
で
は
防
犯
需

要
の
高
ま
り
を
背
景
に
学
校

向
け
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
シ
ス
テ

ム
が
好
調
で
、
現
地
法
人
の

売
り
上
げ
も
拡
大
し
て
い

る
。
一
方
、
新
興
国
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
市
場
は
本
格
化
ま

で
時
間
が
か
か
る
。
中
国
で

は
新
た
な
販
路
開
拓
を
狙
っ

て
４
月
１
日
に
上
海
市
に
販

売
法
人
を
設
立
し
た
。
地
域

ご
と
に
大
き
く
異
な
る
た

め
、
住
宅
事
情
に
、
適
切
に

対
処
し
て
い
く
」

　
―
生
産
面
で
は
日
本
か
ら

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
生
産

移
管
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め

る
た
め
、
海
外
移
管
を
進
め

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
現
地

で
の
部
品
調
達
網
の
確
立
も

重
要
。
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
部

品
点
数
は
最
大
で
数
千
点
に

も
な
る
が
、

年
稼
働
の
タ

イ
工
場

チ
ョ
ン
ブ
リ
県

に
日
本
か
ら
送
っ
て
い
る
部

品
は
な
い
。
一
方
で

年
稼

働
の
ベ
ト
ナ
ム
工
場

ビ
ン

ズ
ン
省

に
は
コ
ン
デ
ン
サ

ー
な
ど
一
部
の
部
品
を
日
本

か
ら
供
給
し
て
い
る
。
現
地

で
の
調
達
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

海
外
工
場
に
と
っ
て
生
命
線

と
考
え
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

工
場
も
早
期
に
現
地
調
達
１

０
０
％
を
実
現
し
た
い
」

　
―
国
内
で
モ
ノ
づ
く
り
を

続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要

で
す
か
。

　
「
ま
ず
高
技
術
商
品
の

開
発
が
必
要
だ
。
現
在
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
型
の
商
品

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

年

に
発
売
し
た
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

シ
ス
テ
ム
は
ブ
ラ
ウ
ザ

閲

覧
ソ
フ
ト

を
搭
載
。
駐
車

場
管
理
や
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

な
ど
と
の
連
携
を
想
定

し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
介

さ
ず
と
も
マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と

に
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
付
加

で
き
る
」

　
「
国
内
工
場
の
生
産
効
率

向
上
も
大
切
。
現
在
、
豊
田

工
場

愛
知
県
豊
田
市

な

ど
は
生
産
ロ
ッ
ト
を
毎
週
組

み
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
量

生
産
品
の
多
い
海
外
工
場
は

月
２
回
程
度
。
品
切
れ
や
過

剰
在
庫
と
い
っ
た
事
態
を
極

力
避
け
る
た
め
に
も
、
国
内

で
は
小
回
り
の
利
く
体
制
を

築
い
て
い
く
」

大
型
・
高
圧
ポ
ン
プ
に
磨
き

　
―
海
外
市
場
を
切
り
開
い

て
き
ま
し
た
。
　

　
「
当
社
は
、
大
型
と
高
圧

の
製
品
に
特
化
し
て
い
る
。

車
で
言
え
ば
大
衆
車
で
は
な

く
、
高
級
車
で
、
新
興
国
に

は
で
き
な
い
製
品
。
国
内
は

官
公
需
要
に
加
え
、
民
間
も

東
京
電
力
、
中
部
電
力
な
ど

い
い
顧
客
を
持
っ
て
い
る
。

官
公
需
要
が
減
少
す
る
中
、

当
社
に
し
か
作
れ
な
い
品
質

の
ポ
ン
プ
の
開
発
に
取
り
組

ん
だ
。

年
か
け
て
３
％
だ

っ
た
海
外
販
売
比
率
を
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ン
ド
を

中
心
に

％
に
拡
大
し

た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
や
、

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
な
ど
世

界
的
な
企
業
向
け
の
受
注
に

成
功
し
、
継
続
し
て
受
注
を

獲
得
し
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
や
イ
ン
ド
で
は
Ｄ
Ｍ

Ｗ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」

　
―
足
元
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
は
。

　
「
２
０
１
２
年
度
は
東
日

本
大
震
災
関
係
で
公
共
事
業

案
件
や
原
子
力
発
電
所
関
係

の
仕
事
も
あ
り
、
国
内
が
伸

び
た
。
一
時
期
海
外
比
率
が

％
ま
で
高
ま
っ
た
が
、

年
度
は

％
程
度
に
な
る
。

年
度
は
国
内
は
昨
年
度
並

み
だ
ろ
う
。
海
外
は
１

円
以
上
の
為
替
が
続
け

ば
、
日
本
の
品
質
の
高
さ
は

認
め
ら
れ
て
お
り
、
当
社
に

と
っ
て
も
受
注
し
や
す
い
環

境
に
な
る
」

　
―
今
後
の
方
針
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
「
社
員
に
わ
か
り
や
す
い

形
で
、
衆
知
の
経
営
を
実
践

し
た
い
。
利
益
を
重
視
し
た

経
営
に
重
点
を
置
く
。
海
外

は
円
安
で
受
注
し
や
す
い
環

境
に
あ
り
、
選
別
受
注
を
行

っ
て
い
く
。
利
益
を
株
主
や

従
業
員
に
還
元
す
る
と
共

に
、
三
島
事
業
所
の
生
産
体

制
の
拡
充
や
海
外
生
産
も
視

野
に
入
れ
、
ま
ず
は
、
４
年

で
２
５
０
億
円
を
受
注
で
き

る
体
制
を
整
え
、
３
０
０
億

円
に
め
ど
を
つ
け
る
」

　
―
課
題
も
あ
る
か
と
。

　
「
生
産
拠
点
の
問
題
が
一

つ
あ
る
。
三
島
事
業
所
１
カ

所
で
生
産
し
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
を
見
て
も
リ
ス
ク

の
分
散
が
必
要
。
ま
た
、
ほ

ぼ
フ
ル
操
業
の
た
め
、
生
産

能
力
の
増
強
が
必
要
だ
。
三

島
は
す
ぐ
に
拡
充
で
き
な

い
。
イ
ン
ド
と
中
東
が
強
い

の
で
、
こ
の
あ
た
り
を
候
補

に
、
海
外
生
産
を
検
討
し
た

い
」

　
―
営
業
戦
略
は
。

　
「
技
術
力
に
磨
き
を
か

け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地
域
、

官
需
営
業
力
、
新
製
品
開
発

な
ど
、
現
在
の
取
り
組
み
に

プ
ラ
ス
ワ
ン
す
る
戦
略
を
進

め
る
。
例
え
ば
、
地
域
で
は

海
外
は
イ
ン
ド
、
サ
ウ
ジ
が

多
い
が
、
こ
れ
に
東
南
ア
ジ

ア
や
北
米
で
の
市
場
展
開
を

加
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
資

本
力
で
は
な
く
、
品
質
も
サ

ー
ビ
ス
も
効
率
も
い
い
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
製
品
を
提
供
し
、
顧
客
の

信
頼
を
確
か
な
も
の
に
す

る
」

高技術商品の開発重要

　電業社機械製作所は 年の歴史
を誇る風水力機械の老舗メーカー。
超大型ポンプや高圧ポンプ、ブロワ
ーを受注生産している。国内公共事
業減少の流れの中で、技術力に磨き
をかけ、コスト削減と品質向上を図

った。世界的な企業の受注に相次い
で成功し、インドや中東を中心に海
外事業を拡大している。４月１日に
就任した土屋忠博社長に経営方針や
今後の取り組みを聞いた。

（静岡支局長・伊奈淳一）

土屋忠博氏電業社機械製作所社長

生産能力の増強が必要

　　 ２０１３年 平成２５年 ４月２４日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


